中学校　第1学年
[image: image4.wmf][image: image5.wmf][image: image6.bmp]Ⅰ　「郷土愛」　を育成する学習構想
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Ⅱ　実践例　　　　　　　
　１　題材名　　　　　　　　　「私たちの誇り」　（主題４－（８））
　２　題材設定の理由　　　
郷土を愛する心や地域社会に対する所属感が薄くなってきている実態を踏まえ、農業体験学習でお世話になった地域の人々との触れ合いを振り返ったり、家族が働く姿を綴った卒業生の作文からその生き方に共感したりすることにより、地域の人々への尊敬と感謝の気持ちを深めるとともに、郷土を愛する心を育てたいと考え、本題材を設定した。
　３　指導計画　
	事前指導
	（１）　　郷土に対する意識調査、給食状況調査を行う。
（２）　　総合的な学習の時間に、郷土のいろいろなよさを感得させておく。

（３）　　郷土に対する意識調査、給食状況調査の分析を行い、本時のねらい、中心となる高まり、
指導展開の方法などをおさえておく。

	本　　　時
	授業「題材　私たちの誇り」　
（地域の人との関わり＜農業体験・卒業生の作文＞から、郷土を愛する心を育てる。）　　

	事後
指導
	（1） 　郷土の一員として自覚をもったことや、地域社会に貢献したこと、積極的にかかわったことなどを日記や心のノートに綴らせ、学級で紹介していく。


	他教科等との関連
	· 「郷土愛」を育てる学習構想による。　


４　本時のねらい　　　　　　

郷土の人々に尊敬と感謝の念を深め、郷土のよさを見つめ、郷土に愛情と誇りを持ち、郷土の一員として貢献しようとする実践的態度を育む。
○　郷土の人々の生き方について学び、尊敬と感謝の気持ちを持つことができる。
○　郷土のよさを見つめ直し、郷土の一員としての自分を振り返ることができる。
５　展開

	　　　　
	学習活動・内容　

	時間

形態
	指導上の留意点　　※評価
	資料

	導
入
	１　将来の自分の姿を想起する。



	５分
一斉
	〇　将来湯川に住んでいるか、農業を職業としているかなどと関連させながら、黒板の図に、自分のネームプレートを貼らせ、将来の自分について考えることを意識させる。
	ネームプレート
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	展開
	２　湯川村ブランドの米袋・看板の写真・マスコミ等の資料を見て、湯川村の現状や特性を把握する。
３　家族の働く姿を綴った本校卒業生の作文「変わらぬ湯川村で」を読んで地域のすばらしさについて話し合う。
◎　湯川村の自然は我々の生活に何を与えているのか。
◎　作者は湯川村にどのような気持ちをいだいているのか。
４　自分たちの住んでいる地域のすばらしさを話し合う。

	５分
一斉
25分
小集団
５分一斉
	〇　湯川村は、県内でも屈指の米所であり、良質でおいしい米を作る稲作が伝統のひとつになっていることを意識させる。
〇　湯川村の自然と作者の家族の農業との関わりについて考えさせる。
〇　湯川村の自然のすばらしさ、地域のよさを継承しようとする作者の気持ちについてとらえさせる。
〇　農業体験学習から学んだ地域のよさを発表させ、作者の気持ちに共感させる。
○　これまでの生活経験の中で、地域のよさや地域に誇りを持って生活している人々から感じたことを出し合い、郷土のよさを共有し、地域の一員としての自覚を高めていく。　
	米袋・看板の写真

マスコミ等の資料

卒業生の作文

「変わらぬ湯川村で」
ワークシート
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ワークシート

	終末
	５　自分を見つめ将来の生き方を考え、郷土の一員として現在の自分にできることや今後の生き方について考える。


	10分
一斉


	〇　郷土の一員としての意識を高めさせ、過去・現在・未来の自分をしっかりと見つめさせる。
  

	ワークシート


６　準備・資料等

　　　　米袋、看板の写真、マスコミ等の資料、ネームプレート、ワークシート、 卒業生の作文

７　板書計画









８　資料等

（１）資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）ワークシート

   　　　　   　

１　単元名　　　　　　第2章　都道府県の調査　　　第1節　多面的に調べよう

　　　　　　　　　　　　　　　自由研究　「福島県を紹介するパンフレットを作ろう」

２　単元設定の理由　　　
生徒は、自分の生活の場である郷土（市町村や県）に愛着をもち、深く関心を寄せている。これまでの学習で、県内の特色ある地域の人々の暮らしについて、観察や資料などをもとに、自分たちの生活との関わりからとらえることはできているが、地理的事象を多面的・多角的に考察し、公正に判断しながら適切に表現する能力は、まだ十分に身に付いていない。
　　　そこで、この単元では郷土「福島県」について、様々な資料や既有の知識をもとに地域的な特色を多面的・多角的に追究し、表現する能力や態度を育てたい。本県は三地方それぞれの豊かな食材に恵まれ、豊かな食文化が根付いている。食との関わりから地域的な特色やよさを「パンフレット」等にまとめ、情報発信することは、生徒の興味関心を一層高めると考える。そこで、食と関連付けながら「郷土のよさ」をアピールすることにより、本県に対する郷土愛を深め、適切に表現する能力や態度を身に付けさせたい。
　
３　指導計画（総時数　６時間）　
	（１）　福島県ってどんな県？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１時間　　　　　
（２）　福島県の特色を調べよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２時間
　 　　①福島県の位置・自然・地形・気候の特色　②三地方の区分と地域的特色

③福島県の産業（農林水産業・伝統的工芸品・近代工業・観光産業など）

④交通の発達と人々の生活　　⑤人口の増減と人々の生活

⑥各地域のかかえる課題と解決への取り組み（村おこしまちづくり）
（３）　福島県を紹介（食と関連付けながら）するパンフレッﾄを作ろう　　　　　 ３時間
　　　 ①構想（本時１／３時間）　　②パンフレット作成　　　　③報告会
４　本時のねらい　

　　福島県の地域的特色等を食の視点と関連付け、パンフレット作りの構想を立てることができる。
○　パンフレットの内容や作り方がわかる。
○　テーマを絞り、パンフレットの構想を立てることができる。
	


５　展開

	段階　　　　
	学習活動・内容　


	時間

形態
	指導上の留意点　　※評価
	資料

	課題
把握
	１　前時の復習をする。
　・福島県の特色を振り返る。
２　本時の学習課題を確認する。
　　


	１０分
一斉


	○　ノートや地図帳から自然・気候・産業・観光などそれぞれの特色を思い起こさせる。
○　福島県の農畜産物、水産物の生産量の多さや、伝統食、郷土食の多様さについて意識させ、課題を追究する意欲を持たせる。　

	ノート
地図帳

	課題

追究
	３　パンフレット作りの内容や方法について話し合う。
（内容）

・フルーツ王国福島の果物を紹介
・潮目から獲れる豊富な水産物を紹介
・歴史と伝統のある会津の郷土食を紹介

・醸造業などが盛んな地域的特色を紹介　

（方法）

・キャッチコピーの活用
・地図･イラスト･統計資料図の効果的活用
・特産物や郷土料理を写真入りで紹介

・見やすさ、丁寧さ
４　テーマを決めて、パンフレット作りの構想を練る。
・気候や地形などの自然と食との関連
・三地方の特色と食との関連
・農林水産業の特色と食との関連
・特産物と食との関連
・観光産業と食との関連　　等　　　　
	１０分

一斉
　

２５分
個人

	○　他の都道府県の人たちに福島県のよさを伝えるためのパンフレットの内容について話し合うことができるようにする。
○　具体的な視点を挙げながら発表させる。
○　これまでの学習内容を活用し、読み手にアピールする方法を考えさせる。

○　食と関連付けながら福島県の特色を紹介するのに、どうすれば人々の興味・関心を引く効果的なまとめができるか考えさせ、ワークシートにまとめさせる。


	教科書
地図帳
資料集

ワークシート

ワークシート


	まとめ
	５　本時のまとめをする。
６　自己評価をする。


	５分

一斉

	○　次時の作成に向け、意欲を高める。


	


　６　評価規準

· 個人テーマを設定し、意欲的にパンフレット作りに取り組もうとすることができる。（関心・意欲・態度）
· 食と関連付けながら福島県の地域的特色を考え、自分なりの意見や感想を持つことができる。（思考・判断）
· さまざまな資料を活用しながら、パンフレット作りの構想を持つことができる。　　　　　　（資料活用）
· 福島県の特色を多様な視点から理解することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　（知識・理解）
７　準備・資料等

　　　資料、　ワークシート、 地図帳
８　学習プリント等

（1） 作成したパンフレット

　
９　板書計画


　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
１　テーマ　　　「米の里　湯川村」
２　ねらい

当学校給食共同調理場では、献立のねらい［「ゆ」豊かで望ま
しい食生活の実現を推進する献立 「が」学校・家庭地域の連携
を推進する献立「わ」和食文化の継承を推進する献立］に基づ
き、「生きた教材」としての学校給食を実施している。
　  　湯川村の新米とその豊作を祝う献立により､米作りの苦労を考
え、また、それに関わった地域の人々に尊敬と感謝の念を深め、
郷土のよさを見つめ､郷土に愛情と誇りをもとうとする心情を養
う。
　 

３　指導過程
	学習活動
	時間
	指導上の留意点
	資料

	１　何の記念碑であるか確認する。

２　記念碑の写真から先人の米作りの苦労を知る。

３　本日の献立の意味を知る。


	２
分
２
分
１
分
	○　記念碑の写真の提示により、湯川村の米作りの歴史を実感させる。

○　米作りへの並々ならぬ当時の人々の熱い思いや背景を伝え、先人たちの米作りに尊敬と感謝の念を深めることができるようにする。

· 先人たちに尊敬と感謝の念もち、今年の豊作を祝って、いただくように伝える。
	記念碑の写真


４　資料等　（放送資料を兼ねる）
	湯川村は、福島県を代表する銘柄米コシヒカリの特産地です。　　　　　　　　　　 
　村には山がなく、標高１８０メートルの広大な田園地帯が広が
ります。福島県内で全く山がない市町村は、湯川村だけです。
村の７５％が田園地帯で、その９０％で米が作られているとい
う、典型的な稲作中心の農村です。

　湯川村のお米は単位あたりの収穫量が県内１、２位を誇ります。
さらに、福島県をはじめ、県外でもねばりがあって美味しいお米と
して高い支持を得ています。しかし、湯川村での米作りには、数々
の苦労がありました。美味しい米のとれる条件のひとつに水がありますが、この地帯は江戸時代から、かなり水に困っておりました。平成２年に建てられた「弘化堰記念碑」には、水不足を克服した先人達への尊敬と感謝の気持ちが込められています。碑文を要約すると「弘化元年より８０年前から新堀掘削の願いを出していましたが、当時の藩からなかなかお許しがおりませんでした。ようやく許可がおり、弘化３年に工事が完成し、水不足を克服しました。これに至るまでには、多大の血と涙と財政負担がありました。この堰の恩恵により、今日まで稲作が容易になりました。先人たちの苦労に感謝し、永遠にその業績をたたえるものです。」と刻まれています。今日は、湯川村の新米と豊作を祝う献立です。米作りの苦労を知り、地域の人々や先人たちに尊敬と感謝の念を深め、今年の豊作を祝って、いただきましょう。


Ⅲ　○成果と◎さらなる充実のために
１　授業等から
○　道徳では、文字（作文）から読み取ることに加え、視覚的な資料（湯川村の風景・人々の写真や絵）を加えることで、より一層思いを寄せる効果が得られ、授業を深めることができた。また先輩の作文や農業体験学習等身近なものを資料としたため、生徒の関心・興味を高め、実感と納得を伴った郷土愛への理解につなげることができた。
○　社会では食と関連付けたこともあり、楽しみながら積極的に地図や資料、インターネットを活用する姿が見られ、豊かな創造に加え、多面的・多角的に考察・判断する力を育むことができた。
○　郷土開発の証である記念碑から給食へと展開することで、「人・もの・心」による郷土愛を育むことができ、この日の給食の残滓は皆無に等しかった。

◎　郷土愛を育むために、体験的な学習活動や給食時間での指導、道徳や社会の教科での指導と有機的に関連させた学習活動であったため、事後の意識調査では、「郷土に誇りを持つ」と答えた生徒が増加した。

◎　発想豊かに思考させるには、創造的な思考を可能にする学習課題を設定することが第一の条件と捉える。学習のねらいと内容を関連付け、生徒の発達段階や実態を考慮して適切な学習課題を設定する必要がある。
◎　食べながら話を聞くということは、生徒の集中力が散漫になり、指導内容が定着し難い傾向にある。今後は、短い給食の時間で効果的な指導にするために、指導内容を精選し実施する必要がある。
２　その後の生徒の様子から　
○　これまであまり好まれなかった郷土料理などの給食の残滓が回を重ねるごとに、次第に減ってきている。また休み時間の生徒達の何気ない会話の中にも、郷土意識や心情の育ちが感じられる。
　◎　今後、給食指導の具体的な内容を教科と関連づけながら、年間指導計画に組み入れ、計画的・継続的に実施するとともに、食育たより等を通して家庭への啓発を効果的に行い、家庭との連携を強化したい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

給食





授業





「おいしい」という一言が励みになる








農業体験学習による人材の活用（地域生産者）


（田植え）５月～（稲刈り）９月  





農業





ほかの


仕事





地場産物の活用（年間）


湯川の新米と豊作を祝う献立月間１１月


・給食指導「米の里湯川」　　＜事例３＞


郷土料理･行事食（こづゆ･ざくざく煮）12月


給食試食会「郷土料理を味わう」1月





地域





家庭





給食だより  「祖父母学級給食試食会の紹介」


食育だより11月　 「旬の野菜の力」


　　　　　　











道徳「郷土に尽くす五色桜」　４月


「郷土を大切にする（わが家の蔵）」１０月　


「私たちの誇り」　　　　　　　１１月＜事例１＞


総合的な学習の時間「再発見わが村湯川」1･2学期


学級活動「校内文化祭への取組」１０月


社会「都道府県を調べよう」　　  １月＜事例２＞





湯川　　　　会津　　　ほかの町





先　輩





私たちの誇り





米作りが


大好きな父





自　分





湯川村の自然の偉大さを感じる





  地域の人々   





畑仕事に楽しみと


生きがいを持っている祖母





福島県を紹介するパンフレットを食と関連付けながら作ろう





※　郷土のよさを見つめ直し、郷土の一員としての自分を振り返ることができたか。


（ワークシート・発表）





※　郷土の人々の生き方について学び、尊敬と感謝の気持ちを持つことができたか。


　（ワークシート・発表）





事例１　　　　　　道　徳





事例３　　　　　　給　食　の　時　間





※　パンフレット作りの構想を立てることができたか。


（発表・ワークシート）





福島県を紹介するパンフレット


を食と関連付けながら作ろう。





キャッチコピーを工夫する。


福島県の特色やよさを伝える。　


（「食」と関連付けて）


地図、統計資料、イラスト、図などを効果的に使う。


見やすく丁寧に仕上げる。


自分の分析や主張、感想を入れる。








〇　学習内容と関連付けよう。


　例


自然・気候→　会津の米作り


　　　　　　　　　　　　　　  酒造り


　　　　　　　　　→　福島の果樹栽培


　　　　　　　　　　　　　もも　りんご


・　　水産業　　→　メヒカリ


　　　　　　　　　　　　アンコウ


　　　　　　　　　　　　かまぼこ作り


・　　農業　　　→　　岩瀬のきゅうり


　　　　　　　　　　　　相双のいちご


・　　観光　　　→　　会津　　　　そば


　　　　　　　　　　　　喜多方　　　ラーメン





○　○　・　・


　○　○　○　・　・





五穀ごはん、牛乳、鮭の黄金焼き


白菜とわかめのお浸し、こづゆ





湯川村の自然は


生きがいや喜びを与えてくれる





家　族





郷　　土   





〇　パンフレット作りのポイント！





事例２　　　　　　社　会　科





※　パンフレットの内容や作り方がわかったか。（発表）








私たちの誇り








